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「高浜市人口ビジョン」
および

「高浜版総合戦略」
を策定しました

●
対
象
期
間

2
0
6
0
年
（
平
成
72
年
）
ま
で

●
人
口
の
現
状
分
析
と
将
来
展
望

本
市
の
人
口
は
、
今
後
も
微
増
を
続

け
、
2
0
4
0
年
（
平
成
52
年
）
を
ピ

ー
ク
に
減
少
に
転
じ
る
と
推
計
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
す
で
に
年
少
人
口
は

横
ば
い
、
生
産
年
齢
人
口
も
2
0
2
5

年
（
平
成
37
年
）
に
は
減
少
に
転
じ
、

平
成
37
年
以
降
は
老
年
人
口
の
み
が
増

加
し
続
け
る
状
況
に
な
る
と
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

全
国
の
他
自
治
体
と
比
べ
る
と
比
較

的
危
機
的
状
況
で
は
な
い
と
い
え
ま
す

が
、
だ
か
ら
こ
そ
早
期
に
人
口
問
題
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
め
ざ

す
べ
き
将
来
の
方
向
と
人
口
の
将
来
展

望
を
次
の
と
お
り
掲
げ
、
そ
の
実
現
に

向
け
た
取
組
み
を
「
高
浜
版
総
合
戦

略
」
に
盛
り
込
ん
で
い
き
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

意
見
募
集
）
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
人
口
の
現
状
と
将
来
の
展
望
を
示
し
た
も
の
で
、
本
市
の
地

方
創
生
を
実
現
す
る
た
め
の
今
後
５
か
年
の
目
標
や
施
策
の
基
本
的
方
向
、
具
体
的

な
施
策
を
ま
と
め
た
「
高
浜
版
総
合
戦
略
」
の
基
礎
と
し
て
位
置
づ
け
る
も
の
で
す
。

高
浜
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

１）めざすべき2040年（平成52年）の本市の人口は「50,000人」！
そこに向けて、まず2021年（平成33年）にめざす本市の人口は「48,000人」

２）2025年（平成37年）にピークを迎える生産年齢人口を、ピーク以降将来にわ
たり28,000人以上を維持する。

１）生産年齢人口の維持・増加をめざす
２）結婚・出産・子育ての希望を実現する
３）超高齢社会など一歩先の時代を見据えた地域を構築する

めざすべき将来の方向

人口の将来展望

◇将来展望による総人口・生産年齢人口の推移

本格的な人口減少社会への危機感が高まるなか、
人口減少に歯止めをかけて、将来にわたってまちの
活力を維持発展させるため、日本全国の自治体で地
方創生に向けた取組みが検討されています。
本市においては、現時点では人口は微増傾向であり、

危機的状況ではありませんが、将来かならず訪れる少子
高齢化に向け、「高浜市人口ビジョン」と「高浜版総合戦
略」を策定しました。

問合せ先　□市総合政策グループ　☎52－1111（内線339）

④その他 0件

1件

②原案どおり 7件

①修正

③意見承り

意見募集期間

0件

1月15日～29日

提出人数

対応結果

提出件数

2人8件
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総
合
戦
略
は
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
ふ
ま
え
、
市
民
と
行
政
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ

て
描
い
た
「
第
６
次
高
浜
市
総
合
計
画
」
を
ベ
ー
ス
に
、
人
口
減
少
へ
の
対
応
や

地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
た
５
か
年
の
創
生
戦
略
で
、
本
市
の
特
色
や
地
域
資

源
を
い
か
し
将
来
に
わ
た
っ
て
「
住
み
た
い
ま
ち
」
「
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
と

な
る
た
め
の
施
策
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

高
浜
版
総
合
戦
略

高浜版総合戦略では、２つの指標を成果目標として設定します。

※人口ビジョン・総合戦略およびパブリックコメントの結果について、詳しくは市公式ホームページを参照

成果目標

まちへの愛着を高め、この「まち」にいつまでも住み続けたい、という想
いを育んでいきます。

５つの創生戦略

創生戦略① しあわせづくり計画で、一人ひとりの想いが実現できるまち

結婚・出産・子育てに希望を持ち、理想を実現できるよう、地域ぐるみで
子育てを支援します。

創生戦略② 高浜版ネウボラで、妊娠期から子育て期まで、子育てを応援するまち

高浜市らしい魅力ある「教育」で、将来の高浜市を担う「ひと」を育みま
す。

創生戦略③ 教育基本構想で、将来への希望に満ち溢れた子どもを育むまち

進出意欲を持つ企業の希望の実現、地域資源の発掘などによる魅力ある地
域産業づくり、起業者の意欲向上や創業支援などに取り組みます。

創生戦略④ 地域資源を活かし、産業が活性化するまち

高齢者がいつまでも健康で、いきいきと意欲的に活躍できる、生涯現役の
まちづくりを推進します。

創生戦略⑤ 生涯現役でいられるまち

《
計
画
期
間
》

　

平
成
27
年
度
〜
31
年
度
（
５
年
間
）

カワラで
つながる
ミライ

高浜らしい創生の
キャッチフレーズ

2020年（平成32年）以降の合
計特殊出生率1.87を達成するため、
まずは近年減少傾向である出生数を
増加させる。≪出生数：年間500
人（平成26年の実績466人）≫

①産み育てやすいを実現 ②住みたい・住み続けたいを実現

平成24～26年の3か年において
転出超過となっている年齢層「0歳
～9歳」および「25歳～39歳」の
年代の転出超過を抑制し、均衡を保
つ。

意見（概要） 意見に対する行政の考え方意見の対象箇所
ご意見のとおり、さらなる理由・要因分析は必要と考えて
います。窓口アンケートをすでに実施していますが、サンプ
ル数が少ないため、今後は、転入・転出者を対象とした転入・
転出理由に関するアンケート調査のサンプル対象を増やし
て実施するなど、さらに詳細な分析に取り組んでいきます。

高浜市
人口ビジョン
P12

直近の流動（H24～H26）で、転入時
が単身で、転出時は配偶者などとともに、
という理由・要因が分析されていない。
若い世代の人は単身で転入し、その

まま転出していく理由も明確にすべき
ではないか。

②
原案どおり

ご意見のとおり、計画の実現には財政的な裏づけは必要で
あり、実現に向けた財源の確保も重要であると考えています。
しかし、税収が増加したから高浜市に住みたい人・住み続
けたい人が増えるということには、かならずしもつながらず、
高浜版総合戦略がめざすところである「①生産年齢人口の
維持・増加」「②結婚・出産・子育ての希望の実現」「③超高齢
社会など一歩先の時代を見据えた地域の構築」の達成度合
いをわかりやすく計る指標としては、素案P10に掲げる2つ
の指標を総合戦略全体の成果目標としていきたいと考えて
います。

②
原案どおり

対応結果

いろいろと提案されているが、どうも
基準がはっきりせず、せっかくの提案が
他人ごとのように聞こえる。
基準を、例えば「税収」としたらどうか。

１

２ 高浜版総合戦略
全体




